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.六

永 田 啓 恭 君 学 位 搂 与 報 告

報 告 番 号 Zi第951号 

学 位 の ® 類 経 済 学 博 士  

授 与 の 年 月 日 咕 和 53年 3 月2 4日 

学 位 論 文 題 名 I■アメリカの鉄鋼寒発達史 J

内 容 の 要 旨  .

rアメリカ鉄鎭業発達史 j 論文要旨

永 田 啓 恭  

本稿は , 植民地時代から I9世紀末までのアメリ力鉄 

鎭藥 0 発達を扱ったものである。

その際，私の念 ®{にあったのは，第 1 に，凡そ一国 

における資本主義発達の過程で，合来■はど国内にお 

け る r J T M j 間の質的差異が同時併存的に相捨抗し， 

対抗と緊張をはらみながら発達してきた国は史上類を 

'みないのではないかということ。第 2 に， こ れ ら ’f"地 

缺 J 間の差異を根底から廣定しでいるのは , 当該■'地 

域 J における士地所有のあり方の差異であると思われ 

ること。そ して第 3 に植民地から自立し，後発資本主 

義国 * ^ 後進資本主義国ではなレ、—— として出発した 

ため，多かれ少かれ先進国イギリスの影響を受けざる 

をえなかったということである。 この 3 点は，合衆国 

発達史を根底的に特徴づけていたものである。

第 1 章 r植民地時代の製鉄工業 J では，ペンシルヴ 

ェニアと南部，つまり， ヴァジニアとメアリランドの 

i 地所有のあり方の差異を概観し，資本の出所，労働 

力の存在形態，市場関係等につ '̂、て両者を比較檢討し , 

外親的には # しくアイアン.プランテイシヨンの形態 

をとりながら，前者では製鉄親方が商人である場合で 

も，事実上は職人出身者が経営の推進者となっていた 

ことと，かかる事実を促進した賛贷制度にもふれ， ま 

た労働力は自由労働力を基幹としていたこと，ホ場ぱ 

植民地を基礎とし， 自立的国民経済を指向しズイギリ 

スIE商主義体制の一環から離脱しうる物的基礎をなし 

たこと，更に■鉄工産業全体の構造が，① 広 饥 な 農 ほ . 

職人の鉄/製品需要，②これに応ずる敏沿星，③锻治恵 

への原料供給者としての锻造業，④锻造寒への素材供 

給者としてのアイアン * プランチイ、ンョンという順序

をなしていたことを指摘する , 

とれに対し，南部ではタバ プランター支配に媒

定され，①，②の欠除が④の製鉄業に③を，時として 

は②をも付随せしめる形をとり，内部市場が欠除し， 

鉄工業は必然的に本国に従厲せざるをえず， また労働 

力はポ自 dr努働力であっとため , A 晃的には等  < し巨 

大マニュの形態をとりながら実賞は異なり，鉄産業の 

構造は全体として逆ピラミッド型であった。

第 2 享 r産業革命期のペンシルヴュニア鉄工業 J で 

は，まず産業革命 r おける鉄工業の重要性を指摘し，第 

1 節ではアメリ力鉄工樂の中心としての P H t s b u r g h  

を取上げ，同市の 1§展過键を f M a n o r  of Pittsburgh] 

のき体過殺から明らかにし， 同市を中心とした西部  

P a . , に お け る 農 民 層 の 分 解 を Pa. Archiues, T a x  

L i s t拿によって検 |iEし，.「農業の末裔」 とレての工業 

が同市の工業の主流をなしズいくことを説き， 更に 

S a m u e l  Jones, Harris Isaac 等の Directory (1826, 

1839) によって同市の工業発族を跡づけ，その中の铁 

Ji業 , 就中 , 加工鉄工業の特質を規定する。第 2 節で 

.は, A. S. Papers, M c L a n e  Report, .ISSO年センサ 

ズ学により， N. E ‘加 工 鉄 工 藥 と P a " のそれを分析 

し，前者おける技術革新は同地域の綿工業に融発さ  

れたものであり， N. E .沐 綿 工 業 と P a . 鉄工業と 9 間 . 

の連続性を否定する考えを否定し， N. E . のアメ D 力 

資本主義における重要性は木綿にとどまらないことを 

主張★ る。第 3 節 で は ,士 地 所 有 の 利 状 況 が 産 業 資  

本のそれに優越するか，後奢が前者を打破するかとい 

う問題を検討するため， レバノン郡とスキュル'キル漆 

谷の無煙廣産業の 2 つを取上げ， ここでもま業資本の 

利害が土地所有のそれを克服していった過程を’明らか 

にする。第 4 節では特に 1850年 の Iron M a n u f a c t u r 

ers C o n v e n t i o nの議事録を中心にアメリ力製鉄業と 

関税問題を跡づけ，合衆国の與鉄親方達が保護関税を5 

全面的に依存していたというタウレダグ以来の通説の 

修正を意因した。

第 3 #  r南北映 ♦前 の 南 部 鉄 工 業 」 では， V a " の 

T r edegar Iron W o r k s とA l a . ,の若干の製鉄業を取 

上げた。前者は南部型の力ッづ付アメリ力休制論に触 

発され,当該企業が南部最大の絵合鉄工業として発足 

しながらも，南部の社会経済構造に奴諫制土地所有と 

ホ場の貧困に規定されて発展しえず，速邦政府或いは 

.mi部迪合 J 政府の車需品を主たるホ場としていかざ 

るをえなかった過程を金業に即し "t：分析した。 また, 

A l a . ,の鉄工業についても ' ,资本の出自，タク働力の存

-140 ( 1 0 5 2 )
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学位授与報告

在形態，市場等を分析し, 結局，プランター的土地所 

有に規定された加:C鉄：！:業の未熟さが同地の鉄工業を 

して裂鉄所忖嵐の加工鉄工業の形をとらしめ，豊富な 

資源の存在にもかかわらず，.技術，設備,熟練労働者 

を北部に依存し，奴餘労働によりながら，依然として 

植民地時代同様「逆ピラミッド型J 鉄工業をなし，南. 

北戦争で壊被したことを明らかに■する。

第4オで南北戦争後19世紀末までの独占形成過程が 

极われるまず北部におけるぺッャマー銅生産業が鉄 

道の発達と関連して発展したことを指摘する。しかし 

それらぼ南北戦争後突如としてあらわれたものではな 

く，南北戦争前の北部加工鉄工業の「下から」の発展 

の延-ji線上にその変容の過淫として成立したものであ 

ることを金業別に立誰する。また南部，特にAla.,で 

は南北戦争後，，会S速に製鉄業が発展するが，それを3 

段階にわけ，1890年代初頭，それらがテ ネ シ ー ‘コー 

ル . アンド. アイアン. 力ンパニーに統合され,更に 

U. S. Steelに統合されるに至ろ前史的過程を追跡し， 

形式上，独占体が成立するが，d )南部的特質はバーミ 

ングハム，アニストン-等の鉄工都市の成立過程にみら 

れるように, 依然としX 残っており，プランター的投 

機的であることを立誕し，②そうしたまま，北部の独 

ili体に包摂され，植民地的性格を色濃く残したままの 

独占の丄環であることを，企業の分析に即して明らか 

にした。

論文審査の要旨

第1章 植民 地 時 代 の 製 鉄 工 業 . .

第 1節ペンシルヴェュア嫉工業の発展と特質

ペンシルヴュニアでは,ペンは新世界最大の領主と 

して，莊園栽判所開設権，免役地代徴収檢および人頭 

権制を認められ，実質的には多数め小農m を創り出し 

た。これらの小農民は，領主制支配にも，ギルド的规 

制にも服さぬ自由な半農半エの生産者であった。ペン 

シルヴ.ェュ アの數鉄業はJ プ ィ ァ ン . プランテーシg 

ンj 形態をとっす こ 。 これらのプランテーシg ンは,数 

名から数十名の出資者により設立された。出資者のう 

ち，ィギUス人出資者はとるに足りず，その多くは絶 

えざるネ*苦と不断の節険を通じて上昇して来た植民地 

の職入• ョ一マンらの出身であった。移民は絶えず独 

A の 民 ‘ 手工業者となったから,労働力は不足して 

いた。労働者はイングラソ ド, スコットランド,ウ- 

イルズ，アイルランドおよびドイツからの年季契約奉 

公人♦身請流航人，まわT-め不熟練•媒人奴辣から成って

いた。奉公人のある者は刻苦と節険によりM 鉄.

に上昇した。ペンシルヴチユアの製欽業はフイラデル 

フィプとその周辺の多数の鉄加工業者に索引されて発 

展した点で，後述の南部のM鼓業と異なり，英本国へ 

の原料鉄の輸出はとるに足りなかった。広饥な農民‘ 

職人の鉄與品ぺの需要—毅洽屋づ錢造業一アイプン， 

プランチ,ぐシさンという正常なピラミッド盤の産業構 

造は，南部の逆ピラミッド型と異’なるものである。

第含節では，箸者は, 南部鉄工業を，メアリランド 

およびヴァジニアのそれをとりあげて，諭じている。 

〔A 〕 メアリランド

メアリランドでは鉄鉄および棒鉄の生ま额はペン 

シルヴユアに次ぐ額をポしていた。本国の特許状 

により与えられた領主的譜特権と人頭権制とによる 

大土地所有制と,タバコ貿易に著レ <:傾斜した廣業 

構造とは，鉄工業'のあり：̂を規定した。「プリンシ 

オ .カンバニ一 J の出資者は大部分英本■のロン.ド 

ン商人とノ、一 ミンガムおよ.びスタプォードシャーの

製鉄寒者であった。労働は黒人奴譲, 囚人,年季獎 

約奉*公人，および少数の熟練職人であった。錢鉄の 

大部分は本国に輸出された。 rボルr ィモァ. アイ 

アン. ワークスj は大プランタ一. 商人 ’ 高利貨. 

法律家，政治家など，植民地在住出資者により設立 

され, 魏鉄の大部分は本国に輪出された。労働者ぱ' 

「プリンシピオ*カンバニ一 j とup様，大部分黑人 

奴謙から成っていた。

〔B〕 ヴァジニア鉄工業

グァジニアのタイドウォーク一地方は，本g 向け 

. タパコ栽培をおこなうモノカルチユア地城で，人頭 

権制と不在所有制より奴雜制大ブランテイシ3 ン 

が楽展した0

ヴァジユアには鉄歡石は豊'富に存在したにも拘ら 

ず, 資本はタバコを輸出し，鉄製品を輸入するとい 

う有民地型貿易に流入した。1730年 rジャーマーナ 

襄鉄所J、設立以来，本国の鉄需要に刺激され,プラ 

ンター. 商人らによって製鉄業が発展した。例外を 

- 除き，労働力として黒人奴戴が用いられた。大プラ 

ンチイション用又は農民向け鉄器を生産した例も少 

数あるが，鉄鉄め大部分は本国に輸出された。これ 

は本同の重商主義政策, および自営農民.都市職人 

の経営的弱さによるものである。としている。

第2章摩業命期めペンシルヴユユア辣工業 

第 1節西部ぺンシルヴュプにおける土地所有と廣 

民の階層分化
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( A 〕 ピッツバーグナとその解体

まず箸者は，西能への入口であろピッツバーグの 

人口の急速な增大をたどり，その人口増大と土地所 

有との関連を分析しでいる。対インディアン交易冊 

人 . 土地投機業者ジョージ.クロー ガンの所有地の 

解体と，ペン家のマ'ナ一= ピッツバ一グの分割売却 

と，前期的商人.地主によるそれらの土地め取得を 

論証し,次に 

〔B ；) 独立期の西-部ぺンシルヴユプのピッツ. タ 

ウンシップの課税台帳〔1?71年）.およびその北東の 

" ロストレイバー. タ.クンシップの！?税台帳（独立期） 

によって，商クウンシップの職業構成，士地所有規 

模別構成，家香所有頭数をサ析し，萌芽的農民層分 

化を検証し，さらに，18世紀末一 19世紀初頭の課税 

台帳を分析しズいる。即ち， プッツタウソ シツプ 

(1795—8年) , パ イ ン . タウンシップひ801—9年）ア 

リタニー及びクエストモアランド雨郡ひ783年〉の課 

税台眼，および若.千の郡史を利用して士地所有規模 

別t肖成を慎重に分析し,ある程度の階層分化を検証 

している。

19世紀に入ると，ピッツバーグ近郊パイン•タク 

ンシップでも人口の'#、増，土地や家畜を持たない者 

の増大, 借地関係の発生，投機的土禅所有の減少， 

各種の農民的工業の発展およぴ梟民相S 間および都 

市と農村との間の交換が見られるよう.になる，と指 

摘している。

第 2 節ピッッバ 一 グ鉄工業の発展 

第 2 節は先ず，

〔A ) ピッツバーグ鉄工業の展開をとりあげてい 

る。箸 者 は rピッツバーグ♦アルマナックJ, ディ 

レクトリ, rピッツバーグ•ガゼットJ , および「ア 

メリカン. ミュージアムJ を利用して，18世紀末葉 

から1830年代にかけて，ピッツバ一グが周辺農村や 

西部と結合して急速に発展し，鉄工業内部に社会的 

分業が展開し，を加工業部門において工場制が成立 

し始めたととを論誠する。 .

C B D ジュニプタ地方の製鉄業 

ペンシルヴエニプ中部ジュユアタ地方<9製鉄業 

は,' 生産物の一都'を自ら加工し，あるいは遠くユュ 

一 .•オルリ一ンズに売却したが，その多くはピタツ 

ノ• - グの鉄加工業に売却された。企業形態はrプイ 

アン•プランチーシg ンJ であった。資金の源泉 

は，第 1 に，プィラデノレプィアやポストンなど}It部 

の商業資本，第 2 に，西部のアイアン' • マスター，

第3 に，ピッツバ一グの小商人..運送業者であっ 

たP このように出資者の中に東部の商業資本家が見 

られたが，クラリオン郡の売上高の7分の6は現地 

所有者の手に入った。またアイアン.マスターのあ 

る者は製鉄所をAfをし，やがて[3ら所有者•経営者 

となった。

19世紀初期には鉄砲锻冶数名を数えたにすぎない 

ピッツバーグが，半世紀の間に急速に鉄工業の中心 

地となり得たのは，ピタツバーグ鉄工業が中西部の 

によろ鉄需要，および西部都市需要と結 

びついたからである。ピタツ.バークの鉄加i t業は原 

料鉄を主としてジュニアタ地方に依存し，輸入原料 

に依存し，農機具. 日用品, および釘. 針金‘金網 

など練鉄製品，棒鼓 ‘ 鉄#  • 鉄飯を生産し，ピッッ 

バーグおよび周辺廣村，次いで西部および外部市場 

と緒びついていた。このように, 锻冶屋を底边とし， 

各種加工業者, その上に工場制ぼ延.鋳造部門をも 

つという構造は,南部の鉄工業と对遮的なものであ 

っ'たと.いえる，としている。

第3章 ア ン X .ペラムの南部鉄工業

本章では,独立後から南北戦争前のヴァジユアおよ 

び ア ラ バ の 製鉄業をとりあげる。

第1節ヴプジユア鉄工業

ヴァジニプの製鉄業は, 南部型「アメリカ体制論J 

に触発され，社会経済的性格を異にする2つの地域力 

発展した。第 1は,プルーリッジ山脈以東の奴辣制タ 

バコ • プランチイション地帯で，第2は，同山脈以® 

の小農民の多い地帯においてである。

著 き は 「ダイジ ;t ス ト • オ ヴ • ニユププクチユア J 

(1823年）によって，モノカルチュア的東部では鉄工 

業は特定の都市に染中し，賞金は箸しく低いが，西部 

では锻造所• 高炉な.どが多数みられ，穀冶屋が広机に 

存在し白人自由労働者の賃金は高かった。しかし， 

pg部の鉄工業も次第に求部の鉄工業に屈伏していっ 

た◊耕作廣民の繁栄を懷牲にして，商業と奴諫制が発 

展した州来部では, 鉄工業は兵器工業として発ぞV, 

旗材料たる棒欽も，機械も，熟練工も，当初は輸入さ 

れ, 州政府め援助を受けていた。1830年代以陈「内部 

改戾J 策としの鼓道建設と保護関税とに刺激されて, 

多数の鉄加工場が設立された。しかしこの鉄道建設は 

タバコ生産の不況と，生産地の西への移勘と関連して 

いる。 リ ッ チ モ ン ド の r トレデガー鉄工所J の歴史が 

示すように，鉄道爾要と結びついて出発しながら，南 

部の士地所有制度と経済描造による内部市場の狭さと

142 ( 1 0 6 4 ) —

m



学位授与報告

法さ,イギリス製およびペンシルヴュニア製のレール 

の競争によって，兵器工業として発展L ながらも，兵 

器工業の原材料‘ 技術•熟練労働力の北部およびィギ 

リスの依存によって，南北戦爭の勃発による自壊の途 

をたどることになった，としている。

第2節アラバ'^鉄工業

捕作州アラバマの鉄工業は，南北戦争前には全くと 

るに足りないものであったが,南北戦争後急速に翁展 

し全米第4位の貌姨也産州となった。しかし戦後の 

錢工業のあり方を規定する条件は,戦前にすでに見ら 

れたのである。アラバマ産の稀花は，その約70% 力t イ 

ギリスに輪出.されでいた。しかし;Iヒ部アラバマの丘陵 

地帯には，棉作大プランテニシg ンと速んで多数の小 

廣民が主穀栽培を行っていた。鉄工業はこの小農民の 

多い北部に発展したのである。内陸部農村の敏冶皇に 

原料を供給する製鉄業は，ズランチーションの発に 

よる貨幣資ネの不足と，運輸手段の未発達と市場不足 

とによって，発展を阻害された。r内部改良J 運動の 

一環としての鉄道建設は，プランタ一 . 商人主導下に 

行われたが，アラバマでは製鉄 . 圧延部門の立遅れか 

ら，レールは自給できず，全部輸入にまたねぱならな 

かった。アラバマ州では鉄道用石炭をま出する炭田塊 

帯と鉄鉱山埋蔵地帯とが膊接していたにも拘らず，相 

冗に市場関係を構成し，鉄を中心として第1部門を成 

立させる条件を欠いていた◊ ア ラ バ マ鉄工業は，南北 

戦争期には南軍の軍需と保盡特権とによって活況を呈 

したが，北軍による破後は軍需の杜絶とによゥて破減 

の道を迪ったのである。

農業部門に‘おける棉作プランチーションの繁栄と小 

農民の圧迫，工業部門における製鉄部門の肥大と，加 

エ部門の未発達とによる，製鉄部による锻造* 圧 

延 ,.鋳造部門の併設，市場の欠如•競争め欠落のもと 

に锻造•加工部門による製鉄部門の併設という 一 賞生 

産形態とは,対応する関係に立0 ものであった。

第4章独占形成期の鉄鋼業

以上のように, 前期的資本（プランタ一，前期的商業 

資本. 士地投機業者）と対抗しながら，全B 市場を制霸 

しぅるまでに成長した産寒資本が,如何にして独占 

チに転化したのかを，統~^的に握する 1 つの♦ii*/ル 

業が本章の課題である。

まず著者ぱ，北部おけるぺッュー鋼生産企業が 

鉄道の発達と関連したものであると指摘し，それが南 

北戦争後突如あらわれたものではなく，南北戦■前の 

北部铁工業の下からの発展の延長線上に，そめ変をの

過程としてあらわれたことをrベス.レヘ ム • スティ— 

ルJ ジョンズ& ラプリン* スティ" ルJ, rキャンプ 

.リア‘.スティ 一ノレj ,  rペンシルヴエニア.スチィ一

ルJ, rカーネギー . ス テ ィ ー ル J の諸会社の発展をと 

りあげて論誰する。更に，南部，特にプラバマでは，. 

南北戦争後急速に製鉄業が発展するが，それを3段階 

に分け，1870年代初頭と，それらがrテネシー‘コー 

ル & ア イ ア ン . カンパニー J に統合され♦ 更 に ,そ れ  

がD , S . スX ィールに統合されるに至る前史的過程 

を追跡し，形式上独占体が成立するが,南部的特賞が 

バーミンガムやアニストン学の鉄 :E都市の成立過程に 

見られるように，依然として投機的. プランタ一的で 

あり，そうした性格をのこしたまま北部の独占体に包 

振され, 植民地的性格☆色濃く残したまま独占の環 

をなしたのである。

W 以上の如く，著者の研究方法は「日本資本主義 

論争J の諸成果をふまえ，ァメリカ資本主義の発達史 

を分析することによって，アメリカ経済史研究に比較 

史的塊準を与えるとともに，新しい研究铜域を開拓す 

ることによって，方法そのものを深化しようとするも 

のである。他方に於て， Am erican State Papers, 

Finance 所収のDigest of Mailu.factufes.:G823年）'.や 

M cLane’s Report on M anufactufes (1832年 ) ,第  7 

'一I2回速邦センサスなどの政府文書， Pennsylvania 

M agazine of H istory and B iography や. Western 

Pennsylvania H istorical M agazine などの地方史⑩ 

誌所収の論文，複亥！)史料，さらにあの阪大なPemisyl- 

van ia Archives, 3rd Series 所収の土地文書，.およ 

ぴ地方史的研究を，多大の労苦をもって十分に消化し， 

これに周到な史料批判を加えて，史料から引き出しう 

る服りの麼史像を構成しようとしている。 ’

行論中，しぱしぱ「この史料に即していう限りj' と 

力、，•■史料上断定することは慎まねぱならぬj 旨の限 

定と留保:がなされているのtネ，歴史家として史料のも 

っ拘束性に厳格に服するという態度を示すものである。 

しかしながら，一具媒わしいまでの窗保と限定をおこ 

なったからとて，箸者が史料の奴敦となっているので 

は決してないどころか，経済史学の方法を十二分に消 

化吸収し"t いることは，その分析手法のうちによく示 

されている。また，こうした研究熊度によって，研究 

の方法を一層豊かにし，皮って研究の新しい地平をき 

りひらくことになっているのである。

( 2 )著者tネ鉄工業の発展と土地制度との関速をとら
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える試みに成功している。ペンシルヴCT■ニア鉄工業史 

は著者が多年宇がけてきた研究域であるが，工業史 

と農業史との統一的®解という:実証的に困難の多い課 

題が, 著者によって開拓されたといってもよ'̂ 、であろ 

う◊著者はこの方法をもっズ植民地時代および南北戦 

争前の南部の誠工業を分析し,南部の経済構造が如何 

に敦工業のあり方を規定するかを分析してみせた。

(3) 独占資本の形成史と産業資本発達史とを統一的 

に把握する方法を提示した。従来この2つの研究領域 

は別個の研究領域として，史料的にも，問題意歳の面 

でも，容易に接統し難、、領域力あったが,ことに著者 

によって初めて，経済史研究者の側から，経済史研究 

の諸成果をふまえて，独占形成史の問Mがとりあげら 

れたことは意義深'/、ものとIr、わなければならない。

( 4 )高度に発展した独占資本が，不況を媒介として 

原料生産部門を包振していく場合，国内の後進地域の 

おくれた社会経済挑造を，どのようにして自己の生産 

的基礎に組込んでいくかを分析する方法に示唆を与え 

すこ。独占—— 産業構造一一士地制度という構因が，国 

内的にも, 国際的にも，試論としてではあれ示唆され 

たことは興味深いものがある。

以上のように，Aミ到厳密な史料批制をふまえた「ア 

メリカ鉄銅発達史論J は，実証的にも，‘方法的にも， 

未踏の領域をきり拓いたものとして高く評価さるべき 

であり，また学界においても客観的な評価が与えられ 

ている0

提出論文について，技術的• 形式的•構成的に不備 

な個所や粗さが目につくが，それらは本論文の主題に 

関して価値をそこなうものではないと考えられる。

よって本論文は経済学博士の学位にみさわしいもの 

である。 '■

■‘ 論 文 ま 查 担 当 者 主 森 中 村 勝

同 副 查 鳥 崎 ：陸

同 ク 鈴 木

学力確認担当者 山 本

同 ’ 中 錄

己 

失 
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学位の種顏経済学博士 

授与の年月日昭和53年 3 月24日’

学 位 文 題 あ r中国の恋革期における通貨に開する 

研究j ■

内 容 の 妻 旨

[中国の変期における通貨に開する研究 

中華人民共和国成立前後における経済 

構造9变苹過程に開する研究のー侧而として—— J ニ 

論文要旨 金 丸 一 夫

本論文では,以下の3方而に重点がおかれた0 

第.1 国民党政権がr 8年抗戦J 勝利後に奏施した 

通貨政策は，空前のインプレによって0 ぎつぎに失敗 

したが，中共政権は，建国数年にしてインプレを克服 

し，安定した通貧制度を確立した。.中共政権の通貨政 

策の成功と前政権の失敗は,両者の政策上の相違を浮 

き彫りにすると同時に，同じ中国に継起的に出現した 

政権'でありながら, 権力の性格の相違が，いかに対照 

的な变化をもたらすものであるか，を明らかにしてい 

くことに努めた。 ：
第2 人民幣のヒナ型はすでに20年前の r蘇幣J と 

して生まれ，その後。I■辺幣Jを経て，人民幣へと成長 

した。人民幣め[ルーツ』を探り，そ程麽史的過のを 

追跡し，究明に努めた。

第 3 新中国の唯一の通貨である人民幣の貨幣とし 

；c の本質や社会性格について，貨幣理論の分野’におけ 

る間題どして究明に努めた。この理論的分折め前提と 

して， I■社会主義とは何か_]を過渡期理論の祝角から研 

究した。この一般理論の展開に基づいて，中®の過渡 

期社会としての各発展段階の特徵,及び各段階での人 

民僻の本質と性格を明らかにすることに努めナこ。これ 

は, いわゆる r社会主義貨購J についての理論間題へ 

の 1つのアプローチヤあるとともに，私の社会経済問 

題に対する取り組みにおける方法論の具体的な例示力 

もある。本論文で, 私は，20年来の過渡期に関する理 

論的研究の成来を, 恼明にま示したつもりである。 

次に各章ごとの問題に參ろう。 -

第 1享では，本論文でいう*'褒黎期_1は，新政権成 

立前の数年問の内戦期を合め，新社会の土地ホ命’経 

済復與期を経て,国民経済め長期許画期に入る時期ま
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